
熊本周辺の地質と教材（その3）

－熊本平野を中心として－

熊本市地学教育サークル大塚
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は じめに

理科学習における野外観察の重要性は論を

またないが、熊本市の各学校では行われてい

なかった。その要因の一つは地質に関する教

師の知識不足と野外学習実施の困難さにあっ

たと思われる。そこで案内書を作ることに10

名の意見が一致し、熊本大学の田村実教授の

指導を得て、一昨年の「御船層群の教材化」、

昨年の「宇土半島の教材化」に引き続き「熊

本市を中心として」についても資料としてま

とめることができた。しかし熊本平野を中心

にその周辺部の教材は多岐にわたるため、今

回は中生代白亜紀と新生代第四紀についてそ

の一部をまとめたものである。

熊本の地質のあらまし

白亜系熊本平野南方の雁回山は主に磯岩

・砂岩よりなる北傾斜の地層が新しい道路沿

いの一部に見られる程度で露頭は不良である。

平野東方の託麻三山（神園山・小山山・戸

島山）、群山・飯高山にも姫ノ浦層群の地層

が点在している。昔託麻三山東側の御船塚で

住宅地造成の折、貝化石の多量の産出があっ

たが、今では時折神園山で産する程度である。

これらの場所での姫ノ浦層群はその岩相から

海岸近くの海底堆積物であるので、宇土半島

の姫ノ浦層群（泥が主成分）と対比させれば

地層の広がりの学習として適当であろう。

第四系‘金峰外輪山は宇土半島基部の大岳

図－2熊本地方の地質図（1958今西・田村，1982田村・渡辺より編集』
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や阿蘇外輪とともに鮮新~更新世のものである。

金峰火山は小規模ながら二重式火山で、陥没

したカルデラ内には湖成層として酷野層が堆

積した。阿蘇の火砕流堆積物(Aso-I,Aso-

Ⅱ）の活動も中期更新世であって、その後に

角閃石安山岩よりなる金峰山や三角岳のドー

ムができた。熊本平野の地下に広く分布する

赤井火山の砥川溶岩の噴出はAso-IとAso-

Ⅱの間である｡後期更新嬢世に入るとAso_Ⅲ、

Aso－Ⅳの活動があり、熊本一大分構造線の活

動もあり、熊本平野の台地僕層も間氷期と関

連して堆積した。沖積世の縄文海進の証拠は

日本の各平野の地下に多く見られるので､｢過

去の地殻変動……」として身近に感ぜられ、

教材としても優れている。熊本平野でも学問

的な面からすでに解明が進んでおり、土木．

建築の工事にともなって、教材も入手しやすい

ので、常に気を配っておくべきだろう。 ･図－3層序表（田村・渡辺の資料による）

託麻三山の地質と教材

熊本市東部には、小山山神園山を中心とし

て点々と中生代白亜紀の地質が分布している。

これらの小丘陵群をつくる地層は、熊本市

南東部を中心に分布する御船層群や、宇土半

島に分布する姫の浦層群に比べると、その露

出の規模や観察の対象としては見劣りがする。

しかし市内中心部に大変近く身近な場所でも

あり、小中学生にとっても訪れる機会が多い

ところであろう◎また、現在実際にこの地を

巡検地に選ぶ学校も少なくないと聞いている。

熊本市内に分布する唯一の中生代の地層でも

ある。

1．群山・飯高山・・・群山は現在､自衛隊

の演習場内に位置する。群山南西から頂上

に至る道路沿いに地層の露出がある◎粗粒

の砂岩およびレキ岩がみられる。

飯高山と共に'j､中学生の観察には適しな↓も

2．神園山・小山山・・・東バイパス沿いの

県総合運動公園の南側にあり最も観察に適

した場所である。地層の露出も他地点に比

べ比較的多く、小中学生の地層学習に適し

ている。特に、レキ岩や砂岩の観察や地層

の広がりについては、ほぼ満足できる内容

を持ち合わせている。特に運動公園側の道

路切り割は地層のつながりを立体的にとら

えることができ、観察にも適している。た

だ、児童生徒がもっとも興味を示す、化石

の採集となると無理であろう。この地区に

限らず託麻三山では極端に化石の産出は少

ない。（以前紹介した御船地方や宇土半島

の方が適しているo)

3．戸島山・・・粗い砂岩からなる地層で出

来ている。学習に適当な露出はない。

4．堆積環境・産出化石

化石産出場所は、小山山南東部に限られ

ておりイノセラムス他の二枚貝化石が出る。

この化石よりこの付近の地層の堆積した時

代は中生代白亜紀の浦河世であること力わか

っている。（約1億年前）。これらの化石の

出る地層は海で土砂がたまって出来たもの

である.丘陵群を形づくる地層にはレキ岩や粗

い砂岩が多く神園山では1メートル以上の変

成岩の巨レキが堆積していることなどからかな

りの水の作用がある場所での堆積も考えら

れる。こうしたことから割と陸地に近い所

で堆積したものである。
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金峰火山群の地質と教材

金峰山(665m)は熊本市の西方にあっ

て、熊本市の小中学生にとって金峰山少年自

然の家等があり、訪れる機会が多いところで

ある。図10は宇土半島からながめた金峰火山

群で中央に現在の金峰山（中央火口丘）があ

り、左方に三の岳、二の岳があって、外輪山

とともに中央火口丘をとりまいている。

このように金峰火山群は金峰山を中央火口

丘とする、阿蘇山（図11)とよく似た二重式

のカルデラをもった火山である。カルデラは

ひし形で南東及び南西の二辺の方向は、この

凹地を形成している山塊の麓の線の方向にほ

ぼ平行である。カルデラのひし形の一辺の長さ

は約3伽で、金峰山の周辺の山は30Om~

400mの高さで連なり外輪山を形成してい

る。カルデラ内のAso-3堆積物からして、

11万年くらいまえに、カルデラ・中央火口丘

も完成していたと思われる。このように、金

峰山はカルデラの中に噴出した溶岩円頂丘で

1.古金峰火山借の金峰Lid

2．カルデラができた糊ができた）

謬天商

3.カルデラが湖となり、地層ができた

あり、従って、その頂上には火口はない。ま

た、図6からもわかるように、2つの溶岩円

頂丘が合体したものである。外輪山（古金峰

山）の溶岩は輝石安山岩で、中央火口丘の角

閃石安山岩と見分けることができる。

カルデラ内には芳野層（湖成層）と名づけ

られた泥岩の地層が見られ、この中には当時

まわりの山に生えていた植物（ブナ､カエデな

ど）の葉が化石として入っている。（図8）

また、この泥岩を顕微鏡でみるとマツ、ブ

ナ、スギなどの花粉の化石をみることができ為

図13はマツの花粉の化石である。この他に

マツの種子や珪藻の化石も多く産する。

この芳野層は地層のでき方、示相化石、地

下水不透明水層の学習をするのに適している。

一方、独鈷山、花岡山、竜田山などの小さ

い丘陵は、後述のように断層連動による。

金峰山は図5に示すように、その生い立ち

を学習することのできる地域性豊かな教材で

ある。

4°つりがね状の火山の活動がはじまそ

5.現在の金峰山が出現すそ

6.現在の金峰山となる阿蘇火山の噴出物が

議慧
図－5金峰山のおいたち

一
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図－7熊本市南東上空よりみた

金峰火山群

図－6金峰火山カルデラ

灘 織笈．

灘

図－8植物化石（図－9付近瀧〉

図－9中央火口丘と芳野層の境のようす
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金峰火山群の生いたちを取り扱った学習指導例
1．本時の目標

金峰火山をつくる岩石や芳野層に含まれる化石をもとに金峰火山群の生いたちを考える
2．本時の展開

'|過程 学習活動 指導上の留意点

雌|’
VTRを手がかりにして、金峰火山がどのような蝉

||騨勢序でいまのよう･な山になったかを調べる。

品雛I(5分）

L金峰火山群の全体のようすを観察し､その特徴を調べる｡｜・カルデラであることを認識
させる

;|・蝋瀧蕊…異謹卿‘|:鰯篇
集 →○カルデラが湖になり地層ができる。o芳野層（湖成層）のよう

と2．どうしてカルデラ内に湖があったのがわかるのか考える。すを観察させる。
考○デイ岩層の観察・VTRストップ

察・植物化石（ブナ、カエデの葉・マツの花粉化石)デイ岩の粒の大きさに注
(35効目させるo(粒が非常に・ケイソウ化石（淡水産）

小さい）
，○デイ岩の地層がた積した当時のようす

。デイ岩、植物化石を手が
｜…織驚麟灘…か り に さ せ る 。

図12植物化石（川床 図13デイ岩中のマツ毎
産）花粉化石

3．現在の金峰山が地膳を賞いて噴出したことを知る

5．金峰火山群の生いたちをまとめる。

－8－

VTRスタート

｡ケイソウ化石はVTR

(スライド）でみせる。

o芳野暦がしゅう曲してい

ることに気づかせる。

o境は断届になっているこ

とを知らせる‐
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河岸段丘と活断層

東バイパス沿いの図-19地点で巨牒を含む

砂牒層を観察できる。この砂篠層は、託麻砂

牒層と呼ばれへビックウェイ横の坂を上りきっ

た平坦な面(託麻面）を形成する段丘砂喋層で

ある。牒種は輝石安山岩、角閃石安山岩、溶

結凝灰岩がほとんどで長径数mの巨牒を含む。

託麻面は、東バイパス沿いで海抜65～75mだ

が、高速道インターチェンジ付近より下り坂

になっている。この託麻面の下位に分布する

平坦な面を保田窪面と呼び、主に新南部～保

田窪一帯にかけて分布している｡また､この面を

形成する段丘砂磯層を保田窪砂傑層と呼び、

下南部の白川左岸や立田ロ駅裏で観察できる

（図-14)。これらの面は、白川の河岸段丘

面を大きく二つに分けたもので、高位の託麻

面が古く（約8万年～2．2万年）、下位の保

田窪面が新しい。なお、白川の右岸は保田窪

面があまり発達していないが､(図－1，10）地

点の踏切りを阿蘇へ向けて渡った平坦面が保

田窪面である。さらに（図-1.11)地点の武

蔵塚付近の坂を上ったIfilが託麻面になり、楠

・武蔵ケ丘～合志・人津方面の広い台地を形

成する。この熊本市東北部の台地を観察する

には、神園山山頂(図－1，2）地点が都合良，

い。図一17のように、白川の両岸に階段状に

発達した段丘面を観察できる。なお、従来菊

池面とされていた大津北方の段丘面は、もと

もと託麻面と本質的に同じであり、同一の高

さにあったものが、活断層により南側が落ち

て相対的に高くなったものと考えられている

（渡辺・田村1981)一図-17参照。なお､地

形的に保田窪面と考えられている而も活断胴

による変位を受けている可能I性があるので、

今後も詳細なる調査の必要がある。

活断層とは「第四紀に活動した断層（松田、

他1977）」で、熊本付･近でも多数発見されて

いる（渡辺1984)。なかでも立田山断層（渡

辺1987）は、熊本大地震（1889年）との関係

で注目されている。また、立田山、花岡山、

職溌蕊撫鱗撚
図－14保田窪砂傑層（立田ロ駅裏）

独鈷山等の北西側斜面（金峰山側）が急で、

その背面が緩傾斜なケスタ状の地形を示して

いるのも、この立田山断層により、金峰山側が

落ち込んだものと考えられている。この断層

の変位量は、地形より250～300mと推定さ

れている(渡辺1987)。なお立田山断層の露頭

が輪の木（図-1.12)地点）で観察できる

（図-15)o立田山断層の教材化として次の

ような授業を試みた。

図－15活断層の露頭（楠の木）

図－16立田山断層の地形（渡辺1987よりj

－9－
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立田山断層を取り扱った授業例

1.本時の目標

熊本大地震を調べることにより、熊本平野にも断屑が存在し、地震や土地の変動の原因にな

ってきたことを知る。

2本I簿の展開

ぺてきたことを発表させ、本隙

週へと導くc

熊本大地震の被害やその原因について調べよう←

ヨK「検証・熊本大地震」の再

ビデオ（15効を視聴させる。

雪状況より「立田山断層が動し

Dでは｣と考えられている〔

ライドで調べる

良、約15吻卿の断層

忍山、花岡山、独鈷山のケスタ

際山側が急傾斜、背面は緩傾斜）

⑳断層の露頭（地層のずれ

肺の斜面と独鈷山の斜面より断

り変位量が、約300mにもなる

ことがわか

蜜蕊'舞垂
4．調べて、わかったことについて話し合う。4.○熊本平野にも断層が存在する。

○この断層の活動が地震の原因の一

つとして考えられている。

○長い年月の間に、何百mも変動し
（10分う

5．立田山断層を実際に観察する（西原中の5．我々の住んでいる熊本平野を横切

ま屋上より）。 る断層を確認させる。

と6．本時のまとめを行う6.身近な自然に目を向けさせるとと
もに、自然現象と防災について話し

（10分）
合わせる。
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過程 学習活動 指導上の留意点

謀
懸
把
握

(3分

情
報
収
集

脚
考
察
吻
ま
と
め

⑫

(10分）

1．熊本では過去にどんな地震があったか計

し合う

2．資料を見ながら、その概況を知る

○明治22年○M=6．3の直下2

○死者20名、倒壊家屋500戸

3．立田山断層について調べる

①ランドサット写真より②西原中屋上よ鐸

熊本平鋤蕊蕊灘蕊灘灘繍蕊

③楠の木の断層

(図－15

灘蕊灘灘灘議議議鰯

騨灘
④万石の断層⑤金峰外輪と独鈷I上
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錘躍… 忌舞



熊本平野における海進・海退

1．教材について

土地の隆起沈降の指導資料として、海岸段

丘・河岸段丘やリアス式海岸などと並んで貝

塚の分布から、海進・海退を推論させる教材

は、中学理科の教科書にもよく載せられてい

る。それは関東平野や大阪平野など縄文海進

の影響があったところに多くの人々が住んで

おり、自然と人間のかかわり合いを重視した

教材としても適しているからであろう。我々

も、田村（1980）の熊本平野の周辺に分布す

る縄文期貝塚からカキ、ヤマトシジミを多産

することと、この高海面期に侵食されてでき

た三角の海食洞（現在は隆起海食洞になって

いる）、更に熊本平野地下で得られる貝を産

する層についてのボーリング資料などを組み

#合わせて帰納的に熊本平野への海進を推論す

ることについての教材の検討を行ってきた。

具体例として、貝塚の分布、貝塚の貝、海食

洞などを通し、海進・海退の授業を行ってき

た。その学習指導の要素は、下記の8つのこ

とである。また、その要旨を図18に示してお

く（詳しくは地学会誌67号参照）。

①貝塚の貝にはどんな種類があるか。

②貝塚の貝は、現在ではどんな所に棲んでい

るか。

③貝塚は海抜何メートルの所にあるか。

④貝塚はどんな地形の所にあるか。

⑤台地と低地の境に貝塚があるわけは何力も

⑥海食洞は現在の海面より何メートル高いかo

⑦海食洞はいつごろできたのか。

③貝塚の分布・貝塚の貝の種類・海食洞など

からどんなことが分かるか。

2．資料について

今回は、前述の資料に加えて、実際に縄文

海進時の地層の確認がなされ、二枚貝、巻貝、

カニ類、ウニなど多数の化石も採集でき、採

集したマガキの年代測定から「熊本平野への

縄文海進時の地層が存在する」確かな証拠が

得られたという田村・堀川(1988)の資料を

-12-

加えて述べる。

縄文時代に熊本平野に海が広がっていたと

きに堆積した地層に含まれている化石が地下

工事のために何か所かで産出している。大量

に産出した地点は、国道3号線緑川橋橋脚下

8－25メートルの深さである。この他、熊

本市平田町、富合町廻江でも産出しているo

緑川橋橋脚下の貝化石の産出状況については、

堀川（1987）が報告している。平田町では、

地下6．75メートルに生きたままで埋もれた

マガキが礁を成して存在している地層が確認

された。ここでは、マガキが殻頂を下にして、

上へ伸びている生態が確認されたo(表紙写

真）。また、富合町廻江図-20の浜戸川左岸

でも深さ5－6．5メートルに貝化石層が存

在し、マガキ、ヤマトシジミ、ハマグリ、ア

ゲマキ、アサリ、マテガイ、ハイガイ、シオ

フキ、イセシラガイ、カガミガイ、ツメタな

どが多量に産出する。ここで注意したいのは・

ヤマトシジミは、カキ、ハマグリ、アサリな

どと一緒に産していることである。現在でも、

養殖などの問題はあろうが、緑川河口では、

ヤマトシジミはハマグリ、アサリなどと一緒

に棲息していることが確認されている。田村

(1980)は、御領貝塚の説明板のうち「こ

このシジミは淡水産のマシジミ」というのは

間違いであり、貝塚のシジミは汽水域に棲む

ヤマトシジミであると指摘している。しかし、

未だに貝塚の標柱の訂正はなされていない。

尚、富合町廻江の貝化石産出地点より、阿高

貝塚、御領貝塚までの距離は約3キロメート

ルである。

これまで調べられた資料により縄文海進の

事実はあきらかであるが、当時の自然界が説

明できるように図19にまとめてみた。指導に

当たっては、どこに視点をおくかによってい

ろいろな展開ができると考える。

3．熊本平野における縄文期海進の地層と

貝塚

熊本平野周辺に分布する主な縄文期貝塚の



縄文海進によ≦こ

海域を毒える

熊本平野)母辺の

貝塚の分布l剤
鍵識謹

驚翰鱗
松I総‘．

夢ーLLLよく／海抜5メートルの等高線

o御船町

カキワラ只塚の位微

蝿塚は台地と低地の蝿にあるｰ

蕊曇灘
灘
溌懸

議蕊
棚l額貝塚

ヤマトシジミがほとんどである.．

ヤマトシジミは河口で生息して

いる

ぐ壁_ﾉー、霊”

|同商貝塚と浜戸川

台地と低地の境にある。カキ,ハマグ:_ヌ

ハイガイ，ヤマトシジミが多い。

図－18学習の要素を示す熊本平野に分布する縄文期貝塚の位置

位置（◎印）と地下に貝化石層が認められる

ボーリング資料（1－7）を示してみた。海

抜'0メートルの等高線をかき込み、貝塚から

出る主な二枚貝と縄文海進層の貝化石もかき

込んだ｡池の上(1)、秋津町秋田(4)、富合町廻

江(6)では、腐食植物・泥炭が縄文海進層に多

量に認められる。現在の有明海に面した白川

緑川の河口一帯、入江のような地形をしてい

るところでは、ヨシ、マコモの群落があ

り、縄文時代もそのような自然環境であ

ったろう。

考古学上、縄文文化は基本的には狩猟採秦

文化であったといわれている。それは貝塚簿、

ら見つかる食料の残骸が、貝殻の他は野生o:
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図－20縄文海進貝化石層（平田町

動物や植物で占められていることからあきち

かである。縄文人は高台に住居を構え、低地

に降りれば河口や海が広がり、丘陵地帯に;ニ

シカやイノシシなどを追い、ブナ科の植物か

森林をつくり、ドングリなども食料として塁

活していたものと思われる。

おわりに

熊本市地学教育サークルとして発足して星

4年。野外巡検の案内書として今回は熊本7－

周辺をまとめることができた。熊本市内在住

の児童生徒数は他郡市にくらべ多い反面、目

然と接する機会が少ないなど問題点もある。

できるだけ多くの自然に接し、身近な地質現

象を理解していただくことに主眼をおいてこ

の案内書を作った。多方面で利用していただ

いたら幸いである。

この資料の作成にあたっては、熊本大学教

育学部田村実教授には、指導助言をはじめと

し、貴重な未公表資料の公開をいただいた。

また、同、渡辺一徳助教授にはこの教材研究

を進める上で多くの助言をいただいた。巡検

の指導などご協力いただいた黒髪小学校村上

能治教諭に感謝申し上げる。

尚、この研究にあっては「昭和62年度科学

研究費補助（奨励研(B))」の一部を利用した

ことを付記する。

－16－
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